
社会福祉法人喜久寿 要望・苦情等受付状況 

 

令和 6 年度（令和 6 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日） 

施設（事業所）名 通所介護事業所ウェルケア高浜 

サ ー ビ ス 種 別 
通 所 介 護 

介 護 予 防 型 通 所 サ ー ビ ス 

 

受付年月 要望・苦情等の内容 要望・苦情等に対する対応内容 

R6 年 8 月 

ご家族から、「先日、母がデイサービスを利用中にひとりで歩いて

家まで帰ってきた。どうなっているのか。忘れ物をして帰ってくる

ことも多い。」と苦情の連絡がありました。 

管理者・生活相談員が自宅に訪問し謝罪しました。 

対象のご利用者は認知症を有し、職員の目が届かない間に、ひとりで歩

いて施設から出て行ってしまうことが度々あるため、事業所内での見

守り強化と他事業所の協力体制の構築により再発防止に努めることと

しました。 

また、忘れ物については、複数職員でのダブルチェックを行うこととし

ました 

R6 年 10 月 

胃ろうを増設しているご利用者のご家族から、「栄養注入に使用す

るチューブがひどく汚れていた。しっかり洗浄せずに栄養を注入

していたのではないか。」と苦情の連絡がありました 

関係職員に確認をしたところ、栄養注入前・注入後にチューブをしっか

り洗浄していなかったことは事実であった。 

管理者・生活相談員が訪問・謝罪しました。 

今後は胃ろうの栄養注入前・注入後は清潔な状態であるか、2 名体制で

確認すること等の再発防止策をご説明しました。 

R6 年 11 月 

ご家族から、「母がデイを利用中に浴室で転んだと言っているが、

本当ですか？そのような話は職員さんから伺っていませんが。」と

のお話がありました。 

関係職員に確認をしたところ、浴室で転倒したことは事実でしたが、そ

の場に居合わせた職員は怪我や痛みの訴えもないので大丈夫だろうと

判断して報告をしていなかったことが分かりました。 

管理者・生活相談員から、今後このようなことがないよう事業所内での

報告を徹底すること、ご家族に利用時の様子をしっかりお知らせする

ことをご説明・謝罪する。 

 


